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労働組合運動が影響力を発揮するには労働者の多数が団結することが基本ですが、労働

組合の加入率（2024年組織率推計）は 16.1％です。この組織的少数派である労働組合が

多数派になる方法は「一致する要求をつくり上げて多数を結集すること」です。その運動

がアンケートでの要求づくりと多様な要求を国民的な協力で実現する署名活動です。 

2025年春闘では職場・

地域・国民を味方につけ

る要求アンケートと署名

活動を一体で推進し一致

する要求で多数派となり

統一闘争に結集して要求

を実現しましょう。 

各組織は、下表の春闘アンケートと現時点での重点署名、①３.６中央行動で厚生労働

省に提出する個人請願署名、②建交労軽貨物ユニオンがヤマト運輸の不当労働行為救済を

求める東京都労働委員会宛の署名、③核兵器禁止条約への署名・批准を日本政府に求める

個人署名（日本被団協のノーベル平和賞受賞以降の新署名用紙）の他、建交労長崎県本部

から要請があった三菱重工長崎造船じん肺・アスベスト第 3陣・4陣訴訟での福岡高裁第

1・第 4民事部宛署名などを積極的にとりくみましょう。（各署名用紙は各組織に送付済） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

アンケート＆署名活動で労働組合運動の

社会的影響力を広げて要求の実現を！ 

＜以下はアンケート＆署名活動の効果＞ 

●要求・署名の根拠や正当性、社会的大義が明らかになります 

●全組合員運動にすることで組織機能が強化されます 

●アンケート・署名活動で組織拡大や共同の対象が広がります 

●マスコミなどを活用して世論形成をはかることができます 

●企業・業界や自治体・政府・裁判所などを動かす力になります 

 

　　　 　　    　　 組織名
アンケート・署名種類

内外
液輸

イワ
サワ

中日
臨海

エ
ネッ
クス

三昭
運輸

ギオ
ン

東進
産業

弥生
京極
社班

合同
分会

県南
支部

他組
織

合計 集計日

24年春闘トラックアンケート 1 20 4 1 5 31 最終集計

24年春闘一般アンケート 0 最終集計

24年春闘酸素部会アンケート 5 5 最終集計

25年春闘トラックアンケート 2 3 1 6 11 23 25.2.16

25年春闘酸素部会アンケート 0 25.2.16

25年春闘一般アンケート 3 1 3 7 25.2.16

24.3.7中央行動（厚労省宛個人請願署名） 15 1 2 1 5 8 32 最終集計

25.3.6中央行動（厚労省宛個人請願署名） 0 25.2.21

ヤマト運輸・軽貨物争議の都労委宛（個人署名） 0 25.2.21

政府に核兵器禁止条約批准を求める25年署名 0 25.2.21

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県南支部は、大震災と豪雨災害からの復旧・復興が遅れている能登半島の現状に鑑みて建交労

中央本部が昨年 1 月 11日に呼びかけたカンパ活動を今年も継続しますのでご協力をお願いします。 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。 


